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エスロカチットＳ　床出しソケットショート(本体ＰＰＳ製)についての試験検査結果は、下記の通りであります。

  （１） 補正値は、JIS S 3200-7 : 2000に基づき次式により算出した。

本対象器具は、配管途中に設置される給水用具に該当する事から、JIS S 3200-7  9. の c) の 1) を適用している。
ρB＝ＮＦ×Ｃ’

評価対象器具の接触面積比

25×供試器具の接触面積比

ここに、 ρB ：評価対象器具の補正値(溶出濃度)(mg/L又は度)

Ｃ’ ：供試器具の分析結果（mg/L又は度）

ＮＦ ：補正係数

ＳＡＦ ：評価対象器具における飲料水が接触する部分の表面積（cm2）
ＳＡＬ ：供試器具における浸出水が接触する部分の表面積（cm2）

ＶＬ ：供試器具における浸出液が接触する部分の内容積（L)

ＶＦ(3) ：評価対象器具における飲料水が接触する部分の内容積（L)

  （2） （１）の式は、評価対象器具が次の条件を満たす場合についてだけ適用できる。

a）評価対象器具の使用材料と、供試器具の使用材料の材質が同等である。

ｂ）評価対象器具と供試器具の構造及び製造方法が類似している。

ｃ）評価対象器具の接触面積比が、供試器具の接触面積比以下。

  （3） ＶＦを評価対象器具における水が接触する部分の内容積の２５倍とする。

試験検査成績書

試験項目 性能基準 分析結果（補正値
（１）

） 判定

合格

浸出試験

JIS S 3200-7に
基づく方法

床出しソケットショート
13 × Ｒc1/2

味 異常なし 異常なし

合格

濁度 ２度以下 0.05 度未満

銅 1.0mg/L以下 0.01 mg/L未満

鉛

臭気 異常なし 異常なし

0.003mg/L以下 0.0001 mg/L未満

耐圧試験
JIS S 3200-1に

基づく方法

床出しソケット
ショート

13 × Ｒc1/2

　20kPa及び1.75MPaの静水圧
を１分間加え、水漏れ、変形、
破損、その他の異常がない事

－

色度 ５度以下 0.5 度未満

ＴＯＣ 3mg/L以下 0.3 mg/L未満

ＳＡＦ ＶＬ ＳＡＦ ＳＡＬ

合格

0.01mg/L以下 0.007 mg/L

亜鉛 1.0mg/L以下 0.02 mg/L

カドミウム

ＳＡＬ ＶＦ ＶＦ ＶＬ
ＮＦ ＝ × ＝ ÷ ＝

滋賀県栗東市野尻75
積水化学工業株式会社 滋賀栗東工場



［浸出試験　分析結果（補正値）の計算書］

（１）エスロン エスロカチットS床出しソケットショート(本体PPS製)の接触面積比を算出します。
※接触面積比(JIS S 3200-7 3. j ) に定義）：供試器具の表面積を浸出液体積で除した値
継手内面を想定して、下図の様な円柱（両端面開放：表面積に加えない）を想定しますと、

接触面積比は、2πｒL／πｒ
2
L＝2/r となり、ｒ（両端面の半径）が小さい、つまり内径が小さい

方が、接触面積比は大きくなります。
（下図の場合、左側の図は接触面積比 2、右側の図は接触面積比 1 となります。）

接触面積比の算出は、下図の様に、継手内部のみを３次元CAD化して行っております。
表－１

（２）評価対象器具の補正を求めます。
表－１に示しました継手が「評価対象器具」ですが、表－２に示します通り、「供試器具」と
一致しておりません。しかし、供試器具は、評価対象器具よりも大きな接触面積比を有しており、
試験検査成績書の脚注２の条件を満足しますので、供試器具の試験結果を補正して、評価対象器具の
試験結果とすることが出来ます。それぞれの補正係数は、表－３の通りです。

表－２

※供試器具の接触面積比も、上記（１）と同様、CADにて算出しております。
表－３

以　　上

青銅 CAC406C

1228

評価対象器具の
接触面積比(cm2/L)

PPS 青銅 CAC406C

1956

PPS
551

青銅 CAC406C
1228

床出しソケットショー
ト

供試器具
供試器具の

接触面積比(cm2/L)

φ10両座付き
給水栓エルボ

添付致します 財団法人 日本食品分析センターの「試験報告書」には、補正した結果（＝表－３ の Ｃ’
/25）が示されておりますので、評価対象器具の補正値は、財団法人 日本食品分析センターの結果
に”0.646”または”0.819”を乗じて求める事が出来ます。

551

PPS

継手材質

床出しソケットショート(本体PPS製)

最も接触面積比が大きい継手

1,228 1,956 0.628'/25

744

Ｃ’ 0.628Ｃ’/25

(cm
2
/L) (cm

2
/L) （－） (mg/L又は度) (mg/L又は度)

551 744 0.741/25 Ｃ’ 0.741Ｃ’/25

評価対象器具
床出しソケットショー

ト
(本体PPS製)

評価対象器具の
接触面積比

供試器具の
接触面積比

補正係数
ＮＦ

供試器具の
分析結果Ｃ’

評価対象器具の
補正値

PPS

評価対象器具
青銅 CAC406C

PPS＋青銅 CAC406C

［各継手内部の３次元モデル概要図］
　　＜床出しソケットショート(本体PPS製)＞　PPS(白)＋青銅(黄色)

接触面積比(cm
2
/L)














